
 

 

うんちは健康のバロメーターで
す。「水のよう」「泥のよう」
「血が混じっている」など、いつ
もと違うところをよく見てくださ
い。発熱や嘔吐、発疹がないかも
確認しましょう。下痢のうんちは
ビニール袋に入れて受診時に持参
しましょう。 

お尻がかぶれやすくなります。お
尻拭きでごしごしと落とすのでは

   
 

嘔吐の場合は、いつ、どのように、
どれくらい、どんな物を吐いたの
かが観察のポイントです。赤や茶
色っぽい血液や、黄色や緑色の物
が混じっていませんか。吐いた物
をビニール袋に入れて受診する
と、診断につながります。 
続けて何回も吐く、おなかを痛が
って泣く様子があれば、急いで受
診しましょう。 
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《嘔吐》 《 下

 

熱の上がり始めは手足が冷たく、震
えが出ることもあります。熱が上が
りきると、ぽかぽかして汗をかきま
す。「 熱が 38 度だから体を冷やそ
う」ではなく、「熱の上がり始めは寒
いので、掛け物で保温する」「熱が上
がりきったら掛け物を外して体を
冷やしてみる」など対応を変えてみ
ましょう。 
発熱以外に発疹や嘔吐（おうと）、下

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。 

 冬休み中、規則正しい生活は出来ていましたか？今年度も残りあと 3か
月となりました。空気が乾燥しており、体調を崩しやすい季節です。こ
どもたちだけではなく、私たち自身も体調管理に気を配り、引き続き、
感染症対策を行いながら元気に過ごせるようにしましょう。 
今年は卯年！うさぎが飛び跳ねるよう、こどもや保護者様にとって、飛
躍の年になりますように・・・。 


	発熱、咳、嘔吐、下痢…子どもの症状の見極め、対応は？

